
2018年度 事業報告書 

学校法人 白頭学院  

建国幼・小・中・高等学校 

 

１、本校の教育方針 

１）私立学校の自主性と民族学校の特殊性を充分に考慮し、知・徳・体の円満な発達を

期する。 

２）民族の矜持と国際社会に対応することのできる幅広い能力を持ち、将来民族社会に

貢献する有能な人材を育成する。 

２、本校の教育目標 

  １）在日韓国人としての自覚と矜持を涵養する。 

２）国際社会へ主体的に適応することのできる能力を育てる。 

３）自主的な生活実践を通して社会に奉仕する人間を育成する。 

４）個性を伸長し創造性を育てる。 

 

３）学校沿革 

1946年  建国高等学校、建国高等女学校 創立 

1947年  建国中学校に改称 

1948年  建国高等学校設立 

1949年  建国小学校設立 

           文部省より財団法人白頭学院 認可 

      学校教育法第 1条に依る学校として認可される。 

1951年  学校法人の認可を受け、日本学校教育法第 1条に依る法的資格を得る 

1985年  日本私立学校連合会 加盟 

1986年  創立 40周年 記念式典挙行 

1996年  創立 50周年 記念式典挙行 

1997年  幼稚園 学校法人の認可を受け、日本学校教育法第 1条に依る法的資格 

を得る 

2006年  創立 60周年 記念式典挙行 

2013年  新校舎建設開始 

           幼稚園 新制度（施設給付型幼稚園）に移行 

2015年  新校舎竣工 

2016年  創立 70周年 記念式典挙行 

2019年  幼稚園が認定こども園に移行認可を受ける 

 

 



 

 

４）在校生、卒業生                      単位：人 

  在校生 卒業生累計 

幼稚園 ３３ ６０６ 

小学校 １４８ ２１８２ 

中学校 ９８ ４０９０ 

高等学校 １６７ ４８９３ 

合計 ４４６ １１７１１ 

 

 

５）教員数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）施設・設備の増築改築などについて 

     

    新校舎竣工（1５年度） 

 

７）教務関係について 

    幼稚園  未就園児幼稚園行事参加 

小学校  人権月間の設定に依る人権意識の向上 

中学   土曜学校 

高校   予備校との提携による進学指導の強化 

 

 

 

 

3．財務の概要 

 人数 

校長 1 

教頭 ３ 

教師（男） １８ 

教師（女） ２６ 

講師（男） ５ 

講師（女） ９ 

合計 ６２ 



 

１）2018年度（2018年 4月 1日～2019年 3月 31日）決算の概要 

 資金収支計算書、 事業活動収支計算書、貸借対照表、財産目録、監査報告書は 

 別途記載 

 

２）資金収支 

 生徒数微減したものの過年度からの授業料改定によりに、学生生徒等納付金は 8 百万円

増、補助金収入は 5百万円減となった。寄付金収入もが前年度比５百万円減少したが、前受

金勘定等その他収入の増加により、収入合計は前年度比 15百万円増加した。 

人件費支出は２百万減、教育研究費支出１０百万円増であったが、うち４百万円が修繕費支

出、２百万円が奨学費支出増である。施設ならびに設備関係支出が３０百万円減となったが、

前年にスクールバス車両 2 台購入および体育館の冷暖房設備工事実施し支出増があったた

めである。その他勘定の収支差を含め資金収支差は３百万円微減となった。 

 

３）事業活動収支 

 事業活動収入は教育活動収入が５７６百万円（前年比２２百万円増）となったが教育活動

支出は６２７百万円(前年比１３百万円増)となり。経常収支差額は５１百万円減となった。

特別収支差額の０．２百万円増を加えて、基本金組入前当年度収支差額は０．８百万円とな

った。 

 

４）貸借対照表 

 資産の部合計２，６７８百万円（前年度比５３百万円減）負債の部９３百万円（前年度比

５３百万円減）基本金の部合計３，１７０百万円（前年度比３８百万円増）となり、純資産

合計２，５８５百万円（前年度比４８百万円減）となった。 

 

総評 生徒数は若干減少したものの、教育内容に充実をはかり、学校の魅力をたかめること

で再度生徒数が伸長傾向に転換し、安定的財務構造の構築を増加傾向をが確立伸びが縮小

しているため、教育内容を充実させることで学校の魅力を高め、生徒募集の成果を一定限得

て、安定的財務構造の構築を図る計画である。 

 


